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「がん研究10か年戦略」策定後のがん研究の状況

と主な成果（厚生労働省）
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（６）がんの予防法や早期発見手法に関する研究

（２）アンメットメディカルニーズに応える新規薬剤開発に関する研究

（４）新たな標準治療を創るための研究

（３）患者に優しい新規医療技術開発に関する研究

（１）がんの本態解明に関する研究

（５）ライフステージやがんの特性に着目した重点研究領域
（小児がん・高齢者のがん・希少がん・難治性がんに関する研究）

がん研究の支援体制（2014年～）
〔 「がん研究10か年戦略」の「具体的研究事項」別〕

主にAMED
疾患領域に関連
した研究開発

（７）充実したサバイバーシップを実現する社会の構築をめざした研究

（８）がん対策の効果的な推進と評価に関する研究

厚生労働学研究
費補助金
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がん研究については「がん対策推進基本計画」に基づく新たながん研究戦略として文部科学省、厚生労働省、
経済産業省の３大臣確認のもと、平成26年３月に「がん研究10 か年戦略」が策定された。本戦略を踏まえ、がん

の根治・予防・共生の観点に立ち、患者・社会と協働するがん研究を念頭において推進することとし、本研究事
業では、がん対策に関するさまざまな政策的課題を解決するため、「がん研究10 か年戦略」で掲げられた「充実

したサバイバーシップを実現する社会の構築をめざした研究領域」と「がん対策の効果的な推進と評価に関する
研究領域」の２領域について、介入評価研究も含めた調査研究等を中心に推進する。

また、令和５年３月に策定された第４期基本計画では、「がん予防」「がん医療」「がんとの共生」を３つの柱とし
ており、これらのがん対策における横断的な対応が必要とされる基盤として、がん研究を推進する。

がん対策推進総合事業 （厚生労働科学研究費補助金）

事業概要

本研究事業において、がん検診の啓発のために自治体等で活用できる資材や、希少がんのガイドライン、モバ
イル端末による意思決定支援プログラム及び介入マニュアル等を作成した他、小児がん患者の在宅医療に関す
る実態把握、がんのリハビリテーションの均てん化に資するプログラムの見直し、がんゲノム医療に携わる医師
等の育成に資する研究、がん生殖医療連携ネットワーク体制の構築等を行った。

行政的・社会的な研究として、緩和ケア、相談支援に関する研究に代表される「充実したサバイバーシップを実
現する社会の構築をめざした研究」、がん登録、がん教育に関する研究に代表される「がん対策の効果的な推
進と評価に関する研究」等、がん対策を推進する上で必要性・重要性の高い研究を推進し、着実な成果を上げ
ている。
希少がん、難治性がん、小児がん、AYA 世代のがんへの対策、ゲノム医療等の新たな治療法等の推進、就労

を含めた社会的な問題への対応が必要である。諸課題の解決に向けて今後も「がん研究１０か年戦略」を踏ま
えて、総合的かつ計画的に研究を展開し、がん対策推進基本計画の着実な推進に資するよう事業を行っていく
ことが重要である。

成果概要
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がん対策推進総合事業における論文数などの業績
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直近の５か年の論文数等 （課題終了年度ごと）

終了
年度

原著論文 その他の論文 学会発表 特許等 その他 終了
課題数（件） （件） （件） （件） （件）

和文 英文等 和文 英文等 国内 国際 出願 取得
施策に
反映

普及・
啓発

公募
＋
指定

H29 36 336 274 18 375 64 0 0 5 5 7

H30 0 5 1 1 14 5 0 0 1 1 1

R1 136 781 165 167 612 122 2 0 8 48 26

R2 77 311 106 48 242 26 0 0 8 43 18

R3 48 159 6 7 130 6 0 0 5 18 15

・厚生労働科学研究データベースより行政効果報告を抽出（令和５年４月６日時点）

・研究終了年度から５年間、随時データの更新を研究者に依頼している
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厚生労働学研究費補助金 がん対策推進総合研究事業で得られた成果の例①
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「乳がん検診の適切な情報提供に関する研究」
H30～R2 実施機関：福井県済生会病院

乳がん検診受診者への「高濃度乳房について」等に関す
るアンケートを参考に、高濃度乳房についての質問・回答
集(QA集)で多く読まれた項目をまとめたパンフレットを作成

した。高濃度乳房や乳がん検診に関して受診者の理解が
深まることで、受診者の検診受診後の適切な行動が推進
された。

「希少癌診療ガイドラインの作成を通した医療提供体制の質向上」
H29～R1 実施機関：名古屋大学

「脳腫瘍診療ガイドライン2019年版」、「成人・小児進行固形がんにおける
臓器横断的ゲノム診療のガイドライン第２版」を作成した。
その他、「頭頸部癌診療ガイドライン2022年版」、「GSIT診療ガイドライン第
４版」等を作成した。
こうした過程で活発な人材交流が行われることで、人材の育成がなされた。

「学会連携を通じた希少癌の適切な医療の質向上と次世代を担う
希少がん領域の人材育成に資する研究」
R2～R4 実施機関：名古屋大学



厚生労働学研究費補助金 がん対策推進総合研究事業で得られた成果の例②
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「思春期・若年成人（AYA）世代がん患者の包括的ケア提供体
制の構築に関する研究」
H30～R2 実施機関：国立国際医療研究センター

がん診療連携拠点病院等の「AYA支援チーム」に求められる機能は
「患者の捕捉」「ニーズアセスメント」「多職種連携/院外連携」に集約さ
れた（AYA支援モデル）。地域がん診療連携拠点病院等に構築した
「AYA支援チーム」のモデルの紹介やAYAがんの医療や支援の課題（ラ

イフプランにあわせた支援の必要性や多職種連携の必要性など）を、
冊子How to create an AYA support teamにまとめ、公開した。

「がん・生殖医療連携ネットワークの全国展開と小児・AYA世代
がん患者に対する妊孕性温存の診療体制の均てん化にむけた
臨床研究―がん医療の充実を志向して」
R1～R3 実施機関：聖マリアンナ医科大学

各地域におけるがん・生殖医療連携ネットワーク体制の構築を促進するた
めOncofertility Consortium Japan （課題や情報の共有システム）のウェブサイ
トを構築し、47都道府県が参加した。地域のネットワーク要件について、研究
班で整理を行い、「小児・AYA 世代のがん患者等の妊孕性温存療法研究促進
事業」の実施要綱に反映された。

また、がん治療を行う医療機関内の院内体制整備マニュアルの作成および
患者向けのパンフレット（小児がん拠点病院向けの資材含む）を作成し、が
ん・生殖医療ネットワークにおいて広く啓発活動を行った。



厚生労働学研究費補助金 がん対策推進総合研究事業で得られた成果の例③
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「がん患者の就労継続及び職場復帰に資する研究」
H29～R1 実施機関：国立がん研究センター

事業場における治療と職業生活の両立支援のためのガイドライン（厚生労働省）
や、2016年12月のがん対策基本法の一部改正を踏まえ、がん患者が安心して治

療に臨めるように、また復職支援がスムーズに行えるための工夫として、がん患
者が直面する経済的な面での情報提供と、事業者側と主治医などの医療者側と
が適切な連携をとることの効果効用のリサーチ、ならびにがん患者の診断から休
職、復職までのメンタルヘルスについての知見をまとめた。

さらに、がん拠点病院等医療機関のがん相談支援センターや職域で活用できる
実用的な「がん患者就労支援ガイダンス」、「就労意見書作成支援ソフト（がん共
通版）」等を開発した。

「がん患者の療養生活の最終段階における体系的な苦痛緩和法
の構築に関する研究」
R1～R3 実施機関：国立がん研究センター

がん疼痛・呼吸困難・終末期せん妄に対するアルゴリズム治療を含む緩和
治療ガイドに基づいた医療従事者向けの研修会を令和３年11月６日に開催

した。また、難治性がん疼痛治療に関する実態調査を実施し、これにより得
られた知見は令和４年１月14日に開催した「第４回 がんの緩和ケアに係る
部会」での検討に用いられた。



• 全国がん登録情報の利用に関する抵抗マニュアルにおける、安全管理措置の改定に向けた検討
• がん領域（特に希少がん、小児がん）の治験等に 関する医療従事者の情報リテラシーの向上に資する研究

がん対策推進基本計画における
がん予防に資する研究

• がん検診受診率の妥当性評価に関する
研究

• HPVワクチン接種状況による子宮頸がん
罹患リスクの評価と子宮頸がん検診の受
診勧奨の有効性評価に資する研究

• 職域がん検診の促進に資する方策の検討
及び実装に向けた研究

• ジェンダーによるがん検診の実態把握と受
診率向上促進に向けた効果的な方策に
資する研究

• 新型コロナウイルス感染症によるがん診療
及びがん検診などの受診状況による中長
期的な健康影響の解明に向けた研究

がん対策推進基本計画における
がんとの共生に資する研究

• がんの相談支援の質の確保及び持続可能な体制の
構築に資する研究

• 小児がん患者に対する在宅医療提供体制の整備と
更なる充実のための研究

• 限局期がん患者を含む、がん患者に対する効果的
かつ効率的な意思決定支援の実装に向けた研究

• がん患者の精神心理的苦痛や社会的苦痛に対す
る支援法の実装に資する開発研究

• 科学的根拠に基づくがん情報の迅速な作成と提供
のための体制整備のあり方に関する研究

• がん患者の治療と仕事の両立支援や就職支援プロ
グラムの実装に向けた研究

• アピアランスケアに関する相談支援・情報提供体制の
構築に向けた研究

• がん患者の自殺予防プログラムの開発に向けた研究
• 精神障害のある方に対するがん検診及びがん診療
のアクセシビリティに資するための研究

• 高齢がん患者の在宅療養環境の実態把握とその課
題を検討する研究

• 年齢調整死亡率・罹患率に影響を与えるがん対策
の検討に資する研究

• AYA世代のがんサバイバーの療養や生活の質の向
上に資する研究

がん対策推進基本計画における
がん医療に資する研究

• がん対策推進基本計画の進捗管理に資する評価指標
の実装に向けた研究

• 小児がん拠点病院等及び成人診療科との連携による
長期フォローアップ体制の構築のための研究

• 妊孕性温存療法及びがん治療後のがん・生殖医療に
関する情報提供及び意思決定支援の均てん化の推進
と安全な長期検体保管体制の確立と定着のための研究

• がんゲノム医療推進に向けたがん遺伝子パネル検査の
実態把握とがんゲノム医療提供体制構築に資する研究

• 希少がん診療・相談支援におけるネットワーク構築に資
する研究

• 緩和ケアチーム等により提供される専門的な緩和ケアの
質の評価に資する研究

• がんのリハビリテーション、およびリンパ浮腫診療の一層の
推進に資する研究

がん予防 がん医療 がんとの共生

これらを支える基盤

令和５年度新規研究課題の主な研究内容等
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